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資料
マルチリテラシーズ教育を実現する教員養成カリキュラム

足立幸子

1.問題の所在

2000年から始められた OECD(経済協力開発機構)が行っている国際学力調査 PISAの読解力

のテストでは，図・グラフ・表・地図などの「非連続型テキストjについても出題がなされてお

り，主に文章を扱ってきた我が閣の従来の国語科において，このような視覚的な素材を読むこと

は rPISA型読解力Jの 1つの特徴として話題を呼んだ。 2007年(平成四年)以降毎年行われて

いる全国学力-学習状況認査にも，図番館の平面図(地図)などの視覚的な素材を読むことが取

り入れられている o 2008年(平成20年)3月の学習指導要領においても，小学校国語科では，第3

学年及び第4学年のAの言語活動例に「ウ図表や絵，写真などから読み取ったことを基に話した

り，聞いたりすること。J，第5学年及び第6学年のCの言語活動例に「イ記録や報告の文章，図

鑑や事典などを読んで利用することoJrウ編集の仕方や記事の謹ーき方に注意して新聞を読むこ
と。」が挙げられており，中学校では第2学年のCの言語活動例に「ウ新聞やインタ ーネ y ト，

学校密書館等の施設などを活用して得た情報を比較すること。jがある o 2011年(平成23年)の小

学校国語科の教科瞥改訂についても，やはり，文字や文章にとどまらない様々な表現形式やそれ

に関する言語活動が含まれてくることが予想される。このように，様々な形式の素材・媒体につ

いて話したり聞いたり 書こいたり 読んだりすることが，我が図の国詰科教育に根付きつつある

といえる。

ところが，国語科教育を行う教員の養成は，このような変化に対応した状況にはなっていな"'0

まず，教員になろうとする大学生は，自分自身がそのような国語科教育を受けーていない。-使用

者としてインターネットを使いこなしたり，様々な視覚的な素材・媒体に親しんだりしているか

もしれないが，教師として子どもに何をどこまで教えるべきか，またどのように教えたらよいの

かについて，大学で学ぶ必要があるであろう。すなわち，具体的には，大学の教員養成カリキュ

ラムにおいて，国語科教育法関連の授業科目の中で，なんらかの取り扱いが必要になると考えら

れる。しかし，その取り扱う範囲や取り扱いに関して，検討が必要である D

国際的な動向を見れば，このような文章以外の素材についても話したり聞いたり書いたり読ん

だりすると考えは， rマルチリテラシーズ」と呼ばれているD マルチ 1)テラシーズとは，リテラシ
ーズがマルチ(多様)な状況であることを示した言葉で，①社会のグローパル化にともなって，

社会の中に文化・言語の多橡性が生まれたこと，①情報通信技術の発達から多様なコミュニケー

ション様式が生まれたことに起因し， 1990年代後半から2000年代にかけて盛んに議論されるよう

になったO マルチリテラシーズの能力を子どもたちに身につけさせることは fマルチリテラシー
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ズ教育Jと呼ばれ，その原理的な探究が 1990年代から2000年代にかけて，ニュ-.ロンドン

グループというアメリカ・イギリス・オーストラリア・南アフリカなどの英語圏の言語教育研究

者によって行われた (NewLondon Group， 1996，足立， 2005)0この原理を下敷きにして，英語圏

の国々では，英語科 (English)や言語技術科 (LanguageArts)といった我が国の国語科にあたる

教科の中で，見ること (viewing)・見せること (visualrepresenting)，読むことと見ること

(reading and viewing)，マルチモードのコミュニケーション (multimodalcommunication)など，

表され方は様々であるが 視覚的情報を含む様々な素材-媒体についての言語教育が行われてお

り，その言語教育をどのように行えばよいか，大学の教員養成カリキュラムの中で，大学生は学

ぶことができるようになっている O つまり，大学生はマルチリテラシーズ教育を行うための知識

と手法を身につけ，時には実習的なことを行って，教員現場で働くことができるのである口

そこで，本稿では，我が国の国語科教育法の改善に資する情報を得るために，アメリカやオー

ストラリアの大学の英詩科や言語技術科といった教科教育法の関連科目において，マルチリテラ

シーズ教育がどのように扱われているかを検討することを目的とする。具体的には，英語科や言

語技術科の指導法に関する授業で用いられている大学生・大学院生用の教科書(1)や，授業のシラ

パスを紹介し，考察を加えることとする D

2. マルチリテラシーズ教育を考えるための2つの視点、と対象とする資料

マルチリテラシーズ教育の扱いを見るために，どのような教科書やシラパスを対象としたらよ

いであろうか。やはりマルチリテラシーズ教育の本質を反映するような資料を選びたい。そこで，

まず，マルチリテラシーズ教育を考えるために重要な視点2つについて議論し (2) その視点に基

づいて資料を選ぶこととする。また，その視点は資料，の考察においても，用いることとする。

2 -1.マルチリテラシーズ教青を考えるための 2つの視点

2-1-1.視点、A:様々な発達段階におけるマルチリテラシーズ

マルチリテラシーズとは先に述べたように，リテラシーが多様な状況であることを表したこと

ばである。我々は伝統的なリテラシー(読み書き)を，国語科教育の中で扱ってきた。しかし，

その伝統的なリテラシーの教育だけでは，現状の多様な言語活動に対応できないということがマ

ルチリテラシーズ教育の前提にある O つまり，マルチリテラシーズ教育とは，決して，伝統的な

1)テラシーの教育を基礎の上に「応用としてj行われるものではない。例えば，小学生の時には

伝統的な紙と鉛筆，文字・文・文章の読み書きがあり，中学校でコンビュータを使うなどという

ことにはならないのである D マルチリテラシーズ教育は，どのような発達段階においてもなされ

るべきものである。このことを見るために，選ぶ資料は幼稚園から高校生ぐらいまで，幅広い年

齢層・発達段階をとりあげるようにしたいし，それぞれの発達段階でどのようなことが指導内容

となっているかについても目配りをしたい。



2-1 -2.視点、B:複数のリテラシーをメタ言語によってとらえたり‘自分のマルチリテラシ

ーズ活動を振り返ったりすることのできる能動的な学習者

マルチリテラシーズは，様々なリテラシーということであるが，けして様々なリテラシーの寄

せ集めではなし」より高い次元で複数のリテラシーを比べたり，検討したりすることを含むもの

である。元来， 1つのリテラシーは，安定した一つの社会を築いてきた。その社会は同質の成員

による，同じ生活習慣・行動様式・価値観の上に成り立っていた。複数のリテラシーを扱うこと

は，価値観の衝突の可能性を含むものなのである D そこで，これまでとは異なる次元で物事を考

えていく必要がある。したがって，マルチリテラシーズの活動を行う学習者は，自分自身がどの

ようなリテラシーを行っているのか，自覚的に振り返り，そこから意味を見出すようでなければ

ならなし 1。この時に重要なのが， Iメタ言語Jである D メタ言語とは，言葉についての言葉，すな

わち，文法や言語知識や言語活動についての言語説明などであるロメタ言語を用し、て，自分のわ1

っているリテラシー活動を，多様なリテラシー活動と比べたり，位置づけたりすることが，マル

チリテラシーズ教育において 重要である。このような学習者は，従来のような受動的な学溜者

ではない。自分が何をととのように学習しているかについて自覚的であり，あるいは何を行ってき

たかについて振り返る，能動的な学習者ということになる。このような学習者像を想定している

かどうかも，マルチリテラシーズ教育を考えていく時に重要である。

2 -2.本稿で扱う 4つの資料

以上，マルチリテラシーズ教育を考える時に重要な 2つの視点を検討してきた。すわなち，本

稿で取り上げるのは，視点Aより，様々な発達段階のマルチリテラシーズ教育が怖かれているも

のであることと，視点Bより，複数のリテラシーをメタ言語によってとらえたり，自覚的にマル

チリテラシーズ活動を振り返ったりしている能動的な学習者が想定されているものである。逆に

言うと，伝統的なリテラシーを教えた後に様々なメディアの使い方を教えるようなものや，複数

のリテラシーを扱っていてもその扱いに関係性がなく，メタ言語を用いてのそれぞれのリテラシ

ーの検討が行われていないようなものは，本稿で取り挙げるマjレチリテラシーズ教育の教員養成

カリキュラムの資料にはならないという意味である D 本稿では，そこで，次の4つの資料を取り

上げることにする。

資料 1 南オーストラリア州の著者が書いた，低学年のリテラシーの教育法の教科書

資料2 アメリカの著者が書いた，言語技能科の教育法の教科書

資料3 ニュー・サウス・ウエールズ州のニュー・イングランド大学における，英語科の中の

「読むこと」指導に関する教員養成用の授業のシラパス

資料4 西オーストラリア州 エディス・コーワン大学におけるメディアスタデイーズの教員

養成用の授業のシラパス

視点Aについて，それぞれの資料が扱う学習者の年齢は，様々である O 資料 lは低学年という

ことで，幼稚園から小学校2・3年生ぐらいまでが中心である。資料2は， K (Kindergarten) 

から ~8 年生(我が国の中学校 2 年生に相当)が対象であり，我が国の小学生から中学生を網羅
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したものということができるだろう。資料3は小学生全般が対象であり，資料-4は11年生および

12年生(我が国の高校2年生・ 3年生)が対象となっている口このように様々な発達段階におけ

るマルチリテラシーズ教育の扱われ方を見ていくことが可能である。

視点Bについて，これらの資料では，学習者が自分のリテラシー活動を自覚的に振り返る能動

的な学習者として描かれており 複数のリテラシーをメタ言語によって比較したり束ねたりして

考察することが述べられている口それぞれの資料を紹介しながら，指摘していきたい。

なお，繰り返しになるが，本稿では，先述の問題意識に基づき，教員養成のカリキュラムとい

っても，具体的には大学の国語科教育法に相当する教職科目でもちいられている教科書や，授業

シラパス OJに焦点を絞る o まずは，我が国の国語科教育に根付きつつある，様々な形式の素材・

媒体について話したり 聞いたり，書いたり，読んだりすることを教育する時に必要な教員養成

の知識や方法は何であるかを明らかにしたいからである D 教育実習の在り方や教員養成システム

などの問題を論じることは，本稿の自的を超えて，国語科教育全体あるいは学校教育全体に対し

て行ってこそ意味があることと考える D

以上，まとめると，本稿では， **々な学年について，マルチリテラシーズの能動的な学習者が

想定されている，国語科教育法授業用教科書2冊とシラパス 2本を，検討ーの対象とする o

3.資料の紹介と分析

3 -1.資料 1 南オーストラリア州の著者による低学年リテラシーの指導法に関する教科書

3 -1 -1 .この教科書の全体構成

まず，取り上げるのは， Hill (2006)である。これは，主に小学校低学年までの幼い子ども達

にリテラシーを教える教員を養成するための授業の教科書で，オーストラリアで広く用いられて

いるようであるo 教科書の内容は， r導入:低学年リテラシーを発達させることJr第l部:基礎j
「第 2部:リテラシーの発達に足場をかけることJr第3部:リテラシーの指導計画を動かしてい
くことjの4本の柱からなっている。

導入の部分では，社会構成主義，発達の過程， 1)テラシーへの様々な道筋，リテラシーを教え

ることについての議論，様々な指導方法など，リテラシー教育に関する根本的な考え方を説明し

ている。

第2部は， r第 1輩 言語発達Jr第2章 家庭とコミュニティー」となっており，言語の発達
や環境についての説明がある。

第3部は本論にあたる D これは後で詳しく述べる O

第4部には，グループ学習のことや，リテラシー学習の計画をたて，それを動かしていくにあ

たっての注意点が述べられている。

3-1 -2.第3部の内容

第3部がし 1よいよ本論である。章立てを示す。

第4章 リテラシーの指導計画
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第5章 読み聞かせとストーリーテリング

第6章音声意識

第7章読むことの発達

第8章読むことの指導

第9章読解

第10章 単語ーフォニックス

第11章 フォニックスの指導

第12章単語:つづり

第13章書くことの発達

第14章 書いている子どもを指導すること

第15章 様々なタイプのテクストを読むことと書くこと

第16章 マルチリテラシーズ

第17章 第2言語として英語を学ぶ子どもたちを指導すること

信語科教育法を担当し，英語障との比較研究を行っている筆者にとっては，これらのタイトル

は非常に馴染みがあるものである。ここで取り上げたいのは，主に第16準である O その前に，第

15章と第17章について言及しておきたい。第15章と第16章の違いは，第15章では，説明文といっ

たテクストのジャンルを扱っているのに対し，第16章では，モード自体を問題にしていることで

ある D また，第17寧は，多言語としてのマルチリテラシーズ教育を考える際に，当然視日!tに入れ

なければならない輩である O オーストラリアは 移民の I~であり 英訟は第2言詩であるという

子どもたちが非常に多い。第17章の内容は，英語教育やパイリンガル教育に関する主張がil足せら

れた後，子どもたちを指導していく具体的なアイデイアにページが剖かれている。言詑獲得のレ

ベルを理解しておくこと，親を巻き込むこと，その子の相棒となるような子どもをあてがうこと，

クラスの中で役割分担をさせること 子どもに話しかけること 教室に英語学習が可能になる

様々な資料を置くこと，単語カードを作ること，歌を用いること，本-文集を作ること，読み聞

かせをすること，話すことを教室で共有すること，ストーリーテリングをすること，協同学習を

行うことが挙げられている。我が国では，大学の教職科Eである国語科教育法の教科書-で，日本

語教育について l章分を設けて述べられることはないことを考えると，大変充実していると言え

る口

さて，第16章の内容について，詳しく述べる O

第 1節は， rマルチリテラシーズと幼い子どもたちJである D マルチリテラシーズの基本的な概
念と，子どもたちのとらえ方が書かれている D 子どもたちは，棟々なメディアやテクノロジーの

「機能的使用者jで 「意味生成者jで， r批判的分析者」で， r形式の変更者Jでなければならな
し'0

第2節は， r多様なモードのテクストのデザイン要素jである。表16-4が説明されている。
第3節は， rマルチリテラシーズ教育」である。 fマルチリテラシーズ教育jを行っている 3つ
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表16-4 多様なモードのテクスト のデザイン要素

デザイン要素 構成部分 説 明

苦JI五口d歩千う七 メッセージを運ぶために用いられる単語

ltn市 ICTの比鞭的言語(ごみ箱，ウインドウ，切り取り，貼り

言語デザイン
付ーけ， デスクト yプなど)

構造 プレゼンテーションの組織

デ1)パ 1)_ どのようにメッセージが運ばれるか

モダリティー オーデイオ，印刷，ビデオ，グラフィック， アニメ ーション

一j五-玉 電子的な声，自分自身の声，自然なスピーチ

音声デザイン 音楽 選ばれ構成された昔楽

効果音 選ばれ作られた音

エコシステム すべての構成部分の統合

空間デザイン 地理的 配置と景色

建築的 建造物，構成，組織

色 気分と感情

文化的意義

見方 深さと次元

視覚デザイン 視点

ベクトル 注意をひくための方向的な「線」

前景 ポジショニングによって与えられる力

背景 作られる設定や場面

行動的な行動 ジェスチャー

官能性 作られる雰囲気

身振りの ボディ制御 ポジションニングと重方き

感情 運ばれる気持

動作 コミュニケートするための体の動き

(Healy & Honan， 2004， p. 21に基づいて作成されたものを，筆者が和訳)

の事例が挙げられている。そのうちの lつを取り上げる O これは Nintendoのゲームが大好きな

小学校l年生.2年生が，ある絵本を読んだ「パワーと グローリー」という絵本を読んだ時に，

それが Nintendoのマリオのゲームと 向じ行動の順序をとっていることに気付く D そこで，ゲー

ムの登場人物にちなんだ，ゲームブックを子ども達が作成する。ゲームには，行動を表す動詞が

多用されており，ゲームブックづくりを通して動詞を学んでいくというものである D ここで注意

したいのは，この事例が視点Bを含んだものになっているということである。すなわち，ゲーム，

絵本という異なるリテラシーについて，行動の)11真序とし寸共通するものを見出し，それが動詞と

いうメタ言語によって表すことができることを学んでいることであるO このことへの気づきが，

動部の生き生きとした学習につながっているのである。このように，この教科書ーでは，事例によ

って，マルチリテラシーズ教育の実際を説明している。

第4節は， rソフトウェアとリテラシーのプログラムJである D さまざまなソフトウェアが紹介
されている。特に音声が出る絵本として， CD-ROMを用いたものや，マイクロソフト・オフ

ィスにつながっているもの，映画をビデオクリップにしたものなどが紹介されている o

-42-



第5節は， r問題の議論jで，マルチリテラシーズ教育をめぐる様々な問題について，どのよう
な意見があるかが示されている。たとえば，コンビュータを使用する教師と子どものスキルの問

題，テクノロジーのマネージメントの問題，子とともに対してのインパクトなどが議論されているO

以上，第16章を概観した。ここには，マルチリテラシーズ教育の基本概念から，重要な構成要

素，教育の事例，論点が非常によく説明されており，実際に用いることのできる教材(ソフトウ

ェア)例もあるので，この章を学習すれば マルチリテラシーズ教育とは何かをつかむことがで

きると考えられる。

3-1-3.分析

視点Aについて，資料lは，低学年 1)テラシーの指導のための教科書であり，対象としている

子どもの年齢も低し」しかし，年齢が低くても，子どもたちは様々なメディアやテクノロジーの

「機能的使用者Jで， r意味生成者Jで， r批判的分析者jで， r形式の変更者Jでなければならな
いという。これは，ニュー・ロンドン・グループの学習者観と重なる考え方であり，視点Bの能

動的な学習者を表しているといえよう。このようなリテラシーの多様性は，表16-4の「多様な

モードのテクストのデザイン要素jにまとめられている。実はこの表16-4は，ニュー・ロンド

ン・グループが提案した「マルチリテラシーズにおける意味のモードの6領域jという図に酷似

しており，やはり多様なリテラシーをこれらの要素を押さえながら学習していくという方法を，

実現させようとしていることがうかがえるのである。実際の国語科教育法としては，この表に掲

げられているようなデザイン要素を教員になろうとする学生にとらえさせることが，マルチリテ

ラシーズ教育を行えるようになるために必要であることが分かる o

具体的な事例からも 視点Bのことが見てとれる。ここに引用した事例では，小学校 1. 2年

生の子どもたちが絵本とゲームという異なるリテラシーについて，動詞というメタ言語を用し、

て，共通する特質を導きだしており， 2つのリテラシーを比較しながら，自分のリテラシーを自

覚的に作り出すことができている D

3 -2.資料2:アメリカの著者による言語技能科の指導法に関する教科書

3-2-1.この教科書の全体構成

取り上げるのは， Yellinら (2008)である。これは，アメリカの言語技能科 (LanguageArts) 

を指導する教員を養成するための教職科目 (methodcourse)で用いられている O 対象学年は，

K-8 ，すなわち幼稚園 ~8 年生までである口基本的に我が国の小学校・中学校に該当すると考

えてよいであろう O この教科書は広く用いられているらしく，版を重ねており，今回取り上げる

のは第4版である D

まず，章立てを示す。

第 I章 言語技能科への導入

第2章 教室を超えた言語技能科の統合

第3章 言語技能科の指導を計画し行うこと
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第4章言語の起源，獲得，発達

第5章 i開くこと・話すこと

第6章 見ること・見せること:多様なモードのコミュニケーション

第 7寧読むことの過程

第8章 読むことの指導と評価

第9寧 児童文学:言語技能科プログラムの基礎

第10章議:くことの過程

第11寧書:くことの道具

第12寧 内容領域での読むことと書くことの統合

第13章 様々な子どもたちの中で働くこと

付録

非常にシンプjレな目次になっている。最初に教科の特性や指導言十酉について説明した後， I開く

こと-話すことJI読むことJI書くことJの3つの言語活動領域を柱にして，その言語活動の過

程と指導が述べられている G ところが，第4版から，これら 3つの言語活動領域に加えて， I見る

こと・見せることjに関する第6章が新設された。これは，アメリカでは，多くのナHで言語技能

科の領j或に， I見ること・見せることJを加えるようになってきたからである O

3-2-2.第 6章の内容

次にこの第 6章「克ること・見せること多様なモードのコミュニケーションjを詳しく克て

し、くことにする O

初めに， r見ること・見せることjが言語技能科の領域となった経緯を， 1996年に屈際読書学
会(IRA) と米国英語教締学会 (NCTE)が出したスタンダードに基づいて述べている D そして，

なvぜ多株なモードのコミュニケーションが重要かを説明している。

次に，見ること・見せることに関わるモードの記号システムについて論じている O 取り上げて

いるのは，視覚芸術，劇，ダンス，音楽である O 論じられている構成要素を一覧表にまとめる O

私たちは文学を読む時，構成要素(登場人物，プロット，設定など)について学習する機会が

なければ，その読み方は祇1¥方慌で受動的なものになりやすい。私たちが国語科教育で行ってきた

のは，文学を受動的に読むことではなくて，その構成要素を知り，作者の工夫を見つけ，それに

様々なモードとその構成要素

視覚芸術 産目 ダンス 音楽

綿 要素:文学の要素に同じ 体 速度

?形 (登場人物，葛藤，プロット，設定，ムード) エネルギー 調子

色 ジャンル.文学に同じ 空間 音色

空間 (悲劇，喜劇，虚構，ノンフィクション，恋愛劇) 時間 強弱法

質感 基調

形式

(Yellinら， 2008， 203~221頁を筆者が要約・整理)
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だまされないように批判的に読んだり，反対にその工夫を称賛したりして読むことであると言え

る。他のモードでも，同じことがし Eえるのではないか。これらの要素についての知識を持ち，そ

の知識を運用することで，より能動的な読み手(あるいはそのモードの受け手)になることがで

きるであろう D ここには挙がっていないが，映画やテレビなどを例にしてみると分かりやすい。

これらのメディアについて学ぶ機会がなければ，受動的に映画作品を鑑賞したり，テレピを流し

見たりする可能性が高くなる D しかし，学ぶ機会があれば批判的に見ることができるようにな

るはずである D 作成者になるということも，批判的になるために重要なことである。すなわち，

知識を持ったり，比較対照するようなものを得たりすることで，人間は批判的にものごとを見る

ことができるのであるD 一般的にメディ 7・リテラシーというと，映画を取り上げることが多い。

しかし，ここでは，尉・ダンス・音楽が取り上げられていて，興味深い。

次に「テクノロジーを用いた多様なモードのコミュニケーションJが取り上げられている。具

体的には，ピデオゲームとインターネットが取り上げられている。

ピデオゲームについては，どのような特鍛があるか その特徴に基づきどのような書くことの

指導をしていけばよいかが論じられている O

{ピデオゲームの特徴}

1.冒険・ドライピング・レーシング，スポーツ，ロールプレイなどの要素が含まれる D

2.魔法，ハイ・ファンタジー，超自然のカや，普と悪の戦いが描かれる口

3.物語が総条的ではなく 誰かが設定したプロットがない。

4.マッピング(あるいはセッティング)は ビデオゲームの中で重要な側面である o ビデオゲ

ームをデザインするにあっての 批判的なポイントになる。

5.登場人物の肉体的外観は，言葉ではなく視覚的に描かれる O 多くの登場人物は，悪人が詩人

であり，プレイヤーは登場人物の動きによってどちらのタイプかを見分ける。

6.伝統的な物語は主人公が何か葛藤に遭遇し，クライマックスが来た後ですぐに解決がはから

れて話が終了する。しかし，ピデオゲームでは解決が一時的であり，次々と別の葛藤が生じ，

まるで悲冬了にt丘t克しているかのようである。ピデオゲームはプレイし主定けるようにデザイン

されているからである O

7.ピデオゲームのプロットでは，プレイヤーが選択をすることでプロットが変更になる。プレ

イヤーの制御がアクションに取り込まれる D 伝統的な物語では，読者の選択によってプロッ

トが変更になることはない。

8.ビデオゲームでは プレイヤーはず、っと引き込まれて油断なくしていなければならなし」な

ぜなら，プロットを制御しているからである O 伝統的な物語では，読者は眠りに落ちたり，

次の呂に本を手にとったりすることができる。プロットが変更されないからである。

{ビデオゲームの特徴に基づいた指導]

1.教師は，魔法，ハイ・ファンタジー，超自然の力や，善と悪の戦いを含んだ多くの本を教室

に用意する。
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2.教師は，子どもが作文の中に絵や図を使うことを許容したり，その重要性を理解したりする

必要がある。

3.教師は，冒険・ドライピング・レーシング，スポーツなどの子どもの物語を受け入れるべき

である D

4.教師は，登場人物が逃げることのできる別の世界があるということを子どもに示してやる。

5.教師は，子どもが登場人物の絵を書いたら，初めはそれを認めてやること。それから，文章

での記述ができるようになってし Eけばよ ¥;¥0

6.教師はたとえ，伝統的なパター ンでないとしても，子どもが書いたプロットを受け入れるべ

きである O

7.教締は，子どもがプロットの途中で登場人物を増やしたり，突然にプロットが変更されたり

されることを認めてやる O 線条的でないプロットも認められるべきである。

8.ビデオゲームはアクションに満ちたものであるので，教師は，子どもが何か読むことについ

ても生き生きとした像を心に浮かべることができるように 導いていかなくてはならなし」

インターネットの方は， IサーヲーすることJIウェブサイトから情報を集めることJIウェブサイ

トを評価することJIハイパーリンクを使用することJI埋め込まれたグラフィックスを使用する

ことJI他のウェブページを使用することJの6点について，特に指導する必要があることが述べ

られている。また，小学校の子どもに適切なウェプサイトの特徴として，次の7点があげられて

いる O

{小学生に適切なウェブサイトの特徴}

1.伝統的なテクストのように ページに白い空白がたくさんあること o

2.字が大きいこと D

3.概念を説明する絵があること。

4.スクロールをあまりしなくてもすむこと o

5.ページが情報過多でないこと o絵のない頁の物語は長すぎないこと D

6.ページの情報が，子どもの認知レベルに対して適切であること o

7.子どもの読書レベルに応じた書かれ方をしていること o

このようなことに気をつけて，指導するサイトを選ぶべきである D

多様なモードのコミュニケーションの評価については，わずか数行しかさかれていないが，巻

末の付録に， 5・6年生用の視覚芸術の評価基準表(ループリック)， 5・6年生用の劇の評価基

準表， 5・6年生用の音楽の評価基準表が載せられている口

この挙の最後には，この章の要約と，参考となるウェブサイトや，学習課題，参考文献の紹介

などが付されている。また，この教科書は， さまざまなコラムが図が工夫されている O 第6章に

は「教室でjというコラムが3つあり，ある教室での子どものエピソードが描かれているo

3-2-3.分析

この教科書はアメリカの言語技能科教育法に関する科目でもちいられているわけだが，版を重
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ねる中で， 2008年版に「第6章 見ること・見せること:多機なモードのコミュニケーションJ

という章が入ってきているということが重要である。なぜなら，アメリカでも，マルチリテラシ

ーズに関する領域が 教員養成カリキュラムの中に 取り入れられるようになってきたというこ

を示しているからであるo 我が国でも，実際の国語科の内容に対応して，このように教科書の 1

章分，あるいは，授業の l回分に，マルチリテラシーズの講義や演習を当てるとよいと考えられる。

視点Aに関連して この教科書の対象学年は幼推閣から 8年生までである口「小学生に適切なウ

ェブサイトの特徴Jなど，ウェプサイトを見るというマルチリテラシーズの活動は，大人も行う

ことであるが，小学生という年齢に合わせた活動があることを明示していることに，本稿で取り

上げる意味がある。我が国で，ウェブサイトを子とともにというと 性的表現や暴力的表現の有無

だけが問題として取り上げられるが，もっと子どもの身体や精神機能の発達に即して，具体的な

ウェブサイトの特徴を記しており，これは教師が実際にウェブサイトを用いた授業を行う時に，

そのまま選択の観点として参考にすることができる。巻末の 5・6年生用の視覚芸術の評価基準

表は，やはり年齢や発達段階に即したマルチリテラシーズ教育の評価があるということを，再認

識させてくれるものである。我が国では，何年生でどこまでのマルチリテラシーズを教えるかと

いったことが，まだ統一見解を得るには至っていないのが現状であるが，やがては，どの学年で

どのような図や表を読んだり奮いたりすることを教えるについて議論を深め， さらにこのような

評価基準表を作って，その教育内容を子どもが習得したかについて，評価できるようにしていく

必要があるO

視点Bに関連して，この教科書では，先ほど資料2の第6撃で取り上げた「様々なモードとそ

の構成要素jの表とほぼ向じ内容を，教師が持つべき知識内容として取り上げている o I刺の構成

要素が文学の構成要素と同じとなっているが このように既存のリテラシーとの比較を行いなが

ら，様々なリテラシーをとらえていくことが重要である。例として取り上げた[ビデオゲームの

特徴]や{ビデオゲームの特徴に基づいた指導}では，既存の本あるいは文字媒体の読書とビデ

オゲームがどのように異なっているかが示されており，そのようなビデオゲームにさらされてき

た学習者にどのように働きかければよいのか，具体的な指導上の配慮が記されている O ここで描

かれている学習者は ビデオゲームと文字による作文の違いを認識し，自分の作文について自覚

的に振り返るところまで、は言っていないが 教師のこのような配慮によって，徐々に自覚できる

ようになっていくことが望まれる O

3 -3.資料3:ニュー・サウス・ウエールズ州における読むことの指導に関する教員養成の授

業シラパス

3-3-1.授業の性質

次に，マルチリテラシーズの要素を盛り込んだ指導を行うための教員養成シラパスをみてみた

し'0

今回取り上げるのは，ニュー・サウス・ウエールズナ1'1にあるニュー・イングランド大学で2006

年に行われた EDEE312 The Practice of English in the Primary Classroom (r授業コード教育学
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部英語教育312，小学校のクラスにおける英語科の実践」の意味)のシラパスである o 授業担当

者は， Diane Hansford氏， Corinne Buckland氏， Betty Noad氏の 3名である。

この科目は，授業コードやシラパスの内容から，教員養成における標準的なレベルの教職科目

であると考えられる。したがって，科目のねらいは，いわゆる英語科の中の「読むこと」が教え

られる知識を身につけさせることである D

3-3-2. 日程と内容

日程と講義内容は次の通りである D

第1週 2月19日 導入 言語の社会的な見方と文法へのアプローチ(経験的・対人的・談話

構成的テクスト，ジャンルとテクストのタイプ。文学的・事実的テクスト)

第2週 2月26日 文法と意味の組織化(節，語群，句)

第3週 3月5日 表象の経験(動詞のタイプ，参加者，環境)

第4週 3月12日 他のものを統合する一(クリテイカル・リテラシー，モダリティー，説得

的テクスト)

第5週 3月19日 よく組織された一貫性のあるテクストを作成すること(トピック・センテ

ンス，主題，結合，名詞化)

3月20日までに第 1諜題を提出すること

第6過 3月26日 講義なし-自習

第7週 4月21ヨ 小学校を超えた学習と言語(学校のカリキュラムの段階を超えた文法やテ

クストのタイプを教え方，文法テス トの準備)

4 月 6 日 ~4 月 29 日 会期中休み

第8週 4月30日 復習-これまでに学習したこと(文法テストの準備)

第9週 5月7日 文法テスト(第2課題の一部にあたり，配点は20%である)

第10週 5月比日 視覚的テクストに視覚的文法を応用する・視覚文法の要素(視覚的・動詞

的文法の応用，絵本や挿絵入りの物語を用いて)

第11週 5月21日 多様なモードのテクストの探究，文学的テクストや e-テクストを含めて

(文学的テクストの学習経験における e-テクスト)

5月25日までに第 2謀題を提出すること

第12週 5月28日 講義なし(単元に応用する特別な側面についてグループで話し合い)

第13退 6月4日 講義なし(単元についてグループでのプレゼンテーション，批評，応用)

オーストラリアは一般的に英語教員の養成について，教育学部の授業であってもアメリカの大

学よりも言語学や文法を重視する傾向がある。第 l週から第 9週にかけて，カッコ内を用語をみ

ると，明らかにハリデーの機能文法を丁寧に指導していることが分かる。また，第 1週から第9

週に用いられている教科書 (Droga，L. and Humphrey， S. (2002). Getting started with functional 

grammm: Marrickville， Australia: Target Texts.)は未見であるが，タイトルから機能文法を教員

候補者である学生たちに分かりやすく説明するものであると推測される。機能文法は，伝統的な
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文法に比ベマルチリテラシーズに親和性が高し凡なぜなら，言語を規範的に捉えるのではなく，

「状況のコンテクストJや「文化のコンテクストJに位置づけた状態で捉えようとするからであ

る。したがって，これによって，マルチリテラシーズを指導するための基礎的知識が十分に指導

されているのである O

そして，第10避と第11週は，マルチリテラシーズ教育を正面から取り上げている o 第10週では，

絵本や物語の挿絵などの視覚的テクストをこの機能文法に基づいてとらえ，第11避でさらに多様

なe-テクスト(電子媒体のテクスト)などを読むことを扱ったりしているのである。第10週は，

Unsworth (2001)の第 3章「ピジュアルリテラシーを記述することJ(Describing visual 

li teracies) を教科書として用いる。この章では，絵本の分析を機能文法から発展した視覚文法を

用いて行っている。第11週の教科書は， Unsworthら (2005)であり，電子媒体を用いた児童文

学やその媒体を用いた読むことの学習について，時広く議論したものとなっている O

3-3-3.成績評価の方法

成績評価の方法は 2つある O 第1課題にあたる批判分析論文 (2000語)が40%と，第2課題の

ポートフォリオ60%(第9週の文法テスト15%，個人プレゼンテーション10%，指導計画の批判

と改善25%，グループプレゼンテーション10%)である口 2000語論文は ニュー・サウス・ウエ

ールズナト!の英語の学習指導要領を見て，学んだ機能文法を生かして小学生がテクストを読んだり

書いたりすることができるように，英語科の指導計画にその文法をどのように生かせるのかを示

すというものである O 論文の詳細な評価基準表(ループワック)がシラパスに掲載されている O

第2課題のポートフォリオに入る個人プレゼンテーションとは，第 3避から第 8過までのi間，

毎週の授業で10分間のプレゼンテーションを行うというものである。このプレゼンテーションは，

英語科，の指導案を示し その文法概念や学習の系統性を説明するというものである O グループプ

レゼンテーションは，個人で立ててきた英語科の指導構想(指導計画の批判と改善)を，第12週

でグループで発表し合い，批評しあって改善し，第13週で，それぞれどのような改善を行ったの

かを，グループとしてプレゼンテーションするというものである O プレゼンテーションには，ハ

ンドアウトでも，ポスターでも，パワーポイントなどどれを用いてもいいことになっている O 指

導計画の批判と改善については， iコミュニケーションの質Ji原理の質Ji説明の質Jiプレゼン

テーションの質jの4点から評価される O

3-3-4.分析

視点Aについて，資料 1は小学校の英語科教育法の科目の lつである O ニュー・サウス・ウエ

ールズナト!の英語の学習指導要領を見て，英語科の指導計画を考えるという課題が出ており，いわ

ゆる我が留でいう初等教育段階の国語科教育法にあたると言える口この授業で学生は，第 1週か

ら第9週まで機能文法を学んだ後に，第10週に視覚文j去を学び第11週に電子媒体について学ぶが，

これは筆者が否定してきた発達段階を無視し 伝統的なリテラシーの上にマルチリテラシーズを

学ばせるというものではない。機能文法は，伝統的な文法とは違って，その言葉が発せる場面を

重視して言葉の働きをとらえる文法であるから，様々な素材や媒体における言葉の働きをとらえ

-49-



ょうとするマルチリテラシーズと同じ発想に基づく文法なのである。また，筆者が視点Aとして

かかげたのは，学習者の発達段階の問題であって，教員になろうとする学生の学習の順序の問題

ではない。機能文法に続いて，マルチリテラシーズ教育の内容を，絵本や挿絵入りの物語を扱う

10週目と， e-テクストを扱う 11週に分けて行うのは実際的である。

視点Bとも関連するのであるが，この授業では，マルチリテラシーズを扱うための機能文法や

視覚文j去を主な学習内容としており，このこと自体が，メタ言語としての役割を果たすものとな

っている D すなわち マルチリテラシーズを様々な 1)テラシーの寄せ集めとして見ないで，統一

的に検討できる機能文法というメタ言語が扱われているのである D ただ，この授業シラパスにつ

いて，小学生の学習者がどのような学習者であるべきかといった記述は見当たらず，自覚的に自

分の学習を振り返るような活動をする学習者が想定されているかどうかは，はっきりとはしなしヨ0

3-4‘資料4 西オーストラリア州におけるメディアスタディーズの教員養成の授業シラパス

3-4-1.授業の性質

最後に取り上げる授業シラパスは，オーストラリアの西オーストラリア州，エディス・コーワ

ン大学でメディア・リテラシーの研究者である JulieKeane氏によ って2005年に行われた授業，

LAN 41日 MediaCurricula and Classroom Practice (r授業コード:言語4154 メディアのカリ
キュラムの教室での実践jの意味)である。西オーストラリア州は，メディア教育の盛んな地域

であり，そこで行われているメディア・リテラシーの実践等は，奥泉(岩本)ら (2003) によっ

て我が図にも伝えられているところである O この授業の目的は，西オーストラリアナHの中等教育
学校の11年生.12年生を対象とした「メディアスタディーズJという科目を担当できるようにな

ることである。受講資格としては，英語などの教員免許を持っていることで，それに加えてメデ

ィアスタデイーズが教えられる資格を持つということになる o より本格的に新しいリテラシーを

身につけさせる指導者の養成はどのように行われるかを見ることも，マルチリテラシーズ教育を

実現する教員養成を考える時に参考になるであろう D

科目の概要は，メディアのカリキュラムを作ったり実践をおこなったりする経験を通して，西

オーストラリアj十|の高等学校で，メディアスタディーズの授業が持てるような実力をつけること

である。

3-4-2. 日程と内容

日程と講義内容は次の通りである O

第 1週 8月1日 導入(授業概要の説明 議論課題の提示)

第 2週 8月8日 プログラミング(メディアスタデイーズの授業計画の作成，生徒の処理過程

のモニタリングと進捗の評価)

第3週 8月15日 メディア言語の指導(物語・コード・コンペンション，表象)

第 4週 8月22日 メディア言語の指導(スキルとプロセス，評価のタイプ)

指導計画課題Aの提出

(この後，チュートリアル(教員による個人指導・アドバイス)あり)
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第5遇 8月296

第6週 9月5日

第 7週 9月12日

第8週 9月19臼

9月266

第9遇 lOFJ 3日

個人指導でのビデオ作成(ソープオペラのピデオ作成)

聴衆(価値観，態度，イデオロギー)

聴衆(価値観，態度，イデオロギー)

作成の状況(メディア作成の制御と制約)

会期中休み

指導の状況(様々な状況下でのメディアの指導:指導教員に準備すること)

指導計画課題 Bの提出

第10週 10月10日 質問と復習， 6週間の実習の準備

第11週 10月17日試験

メディア作成に関しては，次のような単元を構成するo

単元 1A エンターテイメント(例 fハリウッド映画J)

単元 1B 娯楽報道番組

単元2A ポッ 7
0

・カルチャー

単元2B 新聞と放送局

単元3B メディア芸術フォーラム

単元3B 権力と説得

課題には，課題Aと課題Bがあり， Aを4週百に， Bを9週日に提出する。課題Eは，課題A

で指導教員による個人指導(アドバイス)などを受け，改善したものである。構成も細かく i'旨示

されている D 課題 Aは， r 1.考え方の紹介， 2.原理， 3.生徒に行わせる課題jの構成で書
くO 課題 Bは， r 1.学習計画モデルの4つの項目(メディアに対ーする考え，メディアプロダク
ション，メディアに対する反応，社会におけるメディア)を用し1た詳細な計画， 2. 文献一覧，

3.用いる教材(レジメ，チャート， OHPシ一人情報シートなど)Jの構成で書く O さらに，

彼女の授業用資料には，指導計画の基になる 2つの学習指導要領 CAF(Common Assessment 

Framework) とMPA(Media Language， Audience， Production)の説明が載せられている。指導

計画を立てる際に必要な項自がその指導要領で特定できるようになっている D つまり，この授業

では，様々な知識内容を吸収しながら，最終的に学習指導要領に基づいたメディアスタデイーズ

の授業が作れるようになることを百指しているのである O

3-4-3.成績評価の方法

成績評価の方法は 指導計画のレポート諜題が60% 試験が40%である。

課題については，先ほど詳しく述べた通りである O

試験は， 3時間で 2本の小論文を書くというものである。それぞれの小論文では，メディアス

タデイーズの内容を指導するにあたっての知識に関する議論諜題について答えを書いていくので

ある O 議論課題は全部で7つあり，試験当司にはそのうち 4つが示される O そして学生は，その

うち 2つを選び， 1つの議論課題に lつの小論文を書くことになっている o 7つの課題は以下の

とおりであり，これらは講義内容を踏まえたものとなっている D
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-メディアの形式と内容についての理解

-物語・コード・コンペンションについての理解

.メディア表象についての理解

・メディアを操作する際の制御と制約についての理解

・メディアに価値観がどのように表わされるかについての理解

.メディアにおけるリアリズムの側面についての理解

-読者の社会的文化的経験についての理解

3-4-4.考察

視点Aについて，資料4は，義務教育段階を終えた11年生と12年生が対象になっている。した

がって，より専門的な指導内容があるはずなのだが，単元を見てみると 1つの素材やメディア

について，それをどう話し!鳴き読み書くかということだけではなし具体的な作成の作業を通し

ながらも，社会におけるそれぞれのジャンルの意味にまで切り込んだ内容になっているようであ

る。つまり，低学年との違いは，自分が普段触れている様々なメディアが，自分にとってどのよ

うな意味を持っているかだけでなく，社会においてどのような位置づけになっているか，あるい

は社会で、どのように構成されているかまでを学ばせるようにしていることである。このようなメ

ディア・スタディーズという教科が，大学の教員養成においては，独自の教科の教員免許を出す

というものではなく，英語科なととの教科にプラスするという形で扱われていることが興味深いD

しかも，シラパスを見ると，メディア言語，聴衆などについての社会学的な原理についての知識

が，学期の前半に置かれている。この知識についてが40%で小論文試験として扱われ，残りの

60%はメディア作成の課題である O 課題には， AとBがあって，実際のメディア作成を行い，指

導計画を提出するというところが これまで見てきた教科書やシラパスとは異なる点である O 課

題にチュートリアル(教員による悟入指導・アドバイス)というシステムが組まれていることも

興味深し'0

視点Bについては，学習者は自分の学習を自覚的に振り返るにとどまらず，それを社会におい

てどのように位置づけるかまでを求められているということが分かるD ただし，具体的な複数の

メディアを比べるという活動があるかどうかは分からないが，複数のメディア素材をまとめて扱

って， 1つのジャンルという形にし，そのジャンルが社会にとってどういう意味があるかまでも

扱っているところが特徴的であるo

4. アメリカ・オーストラリアの英語科あるいは言語技能科の教育法の科目から学ぶこと

4 -1.全体を通しての考察

以上， 4つの資料ーから，アメリカ・オーストラリアの英語科あるいは言語技能科自の教育法科

目で，マルチリテラシーズ教育がどのように扱われているかを見てきた。教科書からは，大学生

が教員投捕者として持つべき知識内容や，現在のマルチリテラシーズ教育がかかえる問題点や可

能性を見ることができたD シラパスからは，教員養成として，大学でどのような授業が展開され
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ているかを，成績評価の方法も含めておおよそ描き出すことができたと考えている D

資料1と資料2は，英語科・言語技能科の教育法の教科書という ことで，非常によく似ている口

これらの教科書では，英語科-言語技能科の教育法として，教員になろうとする学生がどのよう

な知識内容を知らなければならないかを明確にしていた。たとえば，資料 lの表16-4と，資料

2の筆者が作成した表が，その知識内容にあたる D 資料 1の表団-4と資料2の表は，視覚デザ

インと視覚芸術など，霊なりあっところがあり，マルチリテラシーズ教育の基本的知識要素とし

て，一定のラインがあることが分かる。しかし一方で，国による違いもあった。よりマルチリテ

ラシーズの概念の説明にページを部き原理を重視するオーストラリア方式と，具体的な各モード

やソフトウェアにページを割き コラムやウェブサイトなどの補足資料が充実しているアメリカ

方式の特徴が感じられた。しかしいずれにせよ，英語科あるいは言語技能科という我が国の「国

語科」にあたる教科の教育法の教科書で，それぞれ 1章分をマルチリテラシーズ教育に割いてい

ることは重要である。我が国においても，メディア・リテラシーについては 国語科教育法の教

科書で取り上げられるようになってきたO さらに進めて，マルチリテラシーズを扱うようしては

どうだろうか。その際には，それぞれのモードに関連する構成要素をおさえさせ，後述するよう

に「メタ言語jについても 触れるようにする必要がある O

資料3の英語科教授法のシラパスと資料4のメディアスタデイーズの指導法シラパスは，非常

に類似点が多かった。どちらも，核となる知識要素や学習指導要領の講義があり，その講義内容

についての論文試験があり，その配点が40%であった。また残る60%は作業的な繰越であり，中

心となるのは，教科の学習活動(単元)の指導計画を立てることである。どちらも，なんらかの

スタンダード・学習指導要領に基づいていることが条件となっていた。マルチリテラシーズの内

容であっても，教員養成で行うことは基本的に授業を構想して指導計画を立てさせることである

ことが碍認できた。

資料4のメディアスタデイーズについて，最初筆者は，メディアスタディーズ教員の免許は，

英語教員の免許とi司じようなものであると考えていた。しかし，実際はそうではなく，英語教員

の基礎資格の上に重ねた資格で、あることが分かつた。これは，我が国の学校図書館司書教諭に近

い発想であるO このような発想で よりマルチリテラシーズ教育に対して見識のある教員を特別

な研修のもとで育てていくというのも，ひとつの方法である O 現在我が国の状況は，文部科学省

が平成17年2月に策定した教員の ICT活用指導力のチェックリストが存在するが，これはすべて

の教員を対象にしている D 今後 ICTやメディアやマルチリテラシーズについて専門性をもった

教員を養成していくという方法も今後考えられでもよいであろう口

さらに， 2つの視点について考察するO

4 -2.視点、Ar様々な発達段階におけるマルチリテラシース]について
今回は，幼稚園から高校にいたるまで，さまざまな段階のマルチリテラシーズ教育の教員養成

をみてみた。つまり 視点Aで見てきたのは どの発達段階では どの内容までがマルチリテラ

シーズ教育として行われるべきかとし寸指導内容の検討ーであったと言えるO まず，資料 lのよう
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に，土j丹、年齢の人たちに対して，マルチリテラシーズ教育が位置づけられていることが重要であ

るO 絵本は，資料.3(小学生)・資料 1(~小学校低学年)・資料 2 (/j、学校・中学校)で用いられ

ていた。これは，絵本がどの年齢に対しても適しているというだけでなく，マルチリテラシーズ

教育の定番とし寸意味を持っているのである O ただし，資料.2の小学生に適したウェブサイトの

例のように，同じモードの同じメディアを使うにしても，その内容が年齢や発達段階に遣してい

るかどうか，検討が必要で、ある O さらに，資料4の高校生を対象とした単元は，倍々のメディア

や素材ーではなく， r-ポップ・カルチャーJ， r新開と放送局jのように大きな単位で構成されてお
り，社会における位霞づけや社会における意味までを取り扱うことが分かった口すべての年齢に

必要なマルチリテラシーズ教育は すべての年齢に応じたマルチリテラシーズ教育でなければな

らないことを，改めて確認した。

4-3回視点Br援数のリテラシーをメタ言語によってとらえたり雫自分のマルチ 1)テラシーズ
活動を振り返ったりすることのできる能動的な学習者jに関連して

視点Bについて，まず，資料3のニュー・イングランド大学の機能文j去を指摘しておきたL、
視覚的テクストや eーテクストに応用可能な機能文法は，多様なテクストをそのモードにそって見

ていくための共通の言葉~ rメタ言語Jを与えてくれるものである口
マルチリテラシーズ教育の教員養成がもっと本格的に軌道にのっていけば，その教員養成の授

業における内容は fメタ言語jに関連するものが増えてくるはずであると筆者は考えている O 資

料2の教科書では さまざまなモードとその構成要素が論じられていたが，劇が文学と同様であ

ることをこの教科書の執筆者は指摘していた。どのモードでは何が問題になり，どのモードでは

何が問題になるという偲別のモード例を挙げていくだけでなく，それらの問題を統括していくよ

うな概念や考え方の検討がなされるはずだからである O

このことの良い例が 資料Iのオーストラリアの教科書と資料2のアメリカの教科書の両方で，

ビデオゲームと絵本・伝統的な物語を比較していたことである D 資料 lの方は，登場人物の行動

のJ111¥l序という，ビデオゲームと絵本の共通点を見いだすことで，ゲームブックの作成が可能にな

った。両者に共通する行動の順序とそれを表現する動詞が，メタ言語として機能していったので

ある。反対に資料2の方は，ビデオゲームと伝統的な物語の違いに焦点を当てていた。筆者はこ

れまで，アメリカを中心に展開されているピデ、オゲームを用いたリテラシー教育に関する研究論

文を読んできたが ビデオゲームを行わせることが見方を変えるとリテラシー学習になっている

ことを指摘するものばかりであった。ピデオゲームがリテラシー学習に使えると安易に考えるの

ではなく，どのモードで何が学習され何が起こるかを詳細に検討する必要がある O 資;jEj.2の{ビ

デオゲームの特徴に基づいた指導}は，このことに踏み込んだ好例である。

5.おわりに

本稿では，マルチリテラシーズ教育に関する教員養成について，アメリカとオーストラリアの

大学における教員養成の教科書と授業シラパスを検討した。国語科にあたる教科の教育法で行う
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場合には， 1 ~ 2週にわたって，教科書でいえば 1~?章分について，マルチリテラシーズを取

り上げ‘ていることが明らかになった。また これとは別に より専門性の高い教員を育てていく

ための追加資格ということも，考えられるのではないかということを指摘した口

本稿では，マルチリテラシーズ教育を実現する教員を存在させるということについて，教員養

成にしぼったため，比較的若い年齢の学生が最近どのような授業を受けているかということに議

論が終始したO しかし，我が留でも免許更新講習が始まるなど，教員研修はますます重要になっ

てきている。デジタルネイテイブωの世代が教員になっていくことを考えると，教員養成よりも

むしろ問題はデジタル移民で多数派である，年配教員の研修であるかもしれなし、今後は，教員

養成だけでなく教員研修にも枠を広げて，マルチリテラシーズ教育の問題を考えていきたし ¥0

付記

本稿は，平成17年度~平成18年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究(B)r新時代の国語科
教育に資するリテラシ一概念の再構築J(研究代表者・中村敦雄)，及び，平成19年度~平成20年

度文部科学省科学研究費補助金基盤研究(B)r高度情報化社会に最適化させたりテラシーを保証
する国語科授業実践創成システムの解明J(研究代表者・中村敦雄)の助成を受けている。
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j主

( 1 ) 本稿で教科書とは，大学の授業で、用し1られるテキストブックのことであるD この論文では，

いわゆる小学校な どで用いられる国語教科書については言及しなし¥0 筆者はこれを普段は

「テキストjと呼んでいるが，本論文ではこれとは別に様々な文章(テクスト)について述べ

る必要があり，テキストとテクストが混乱を招くので，大学の授業用テキストはすべて「教

科書Jという誌を用いることにしたO

( 2 ) マルチリテラシー又教育を考えるための 2つの視点については，足立 (2008) においても

触れているところであるが，本稿に即して説明を加えている O また 資料紹介をより分かり

やすく行うために，本稿では視点のJIIl1i番も変えている。つまり，視点Aが足立 (2008)の視

点 2，視点Bが足立 (2008)の視点 lにあたる O

(3 ) オーストラリアにおいて「シラパス SyIlabusJというと，学習指導要領のように，児童・

生徒の学習内容を指す場合もあるが，本稿では，我が国で言うところのシラパス，すなわち

大学の授業のねらいや学習目標，学習日程，成績評価の基準と方法，教科書・参考図書など

を示したものを言っている。英語留の大学のシラパスは 受講者に向けて詳細な講義計画や

評価方法を示した大変分厚いもので，十数頁から数十頁にわたることが普通である D 今回は

シラパスの中から，必要な情報を要約して示すD

( 4 ) マーク・プレンスキーによる用語。生まれた時からすでにデジタルなものに囲まれて育つ

た世代をデジタルネイテイブ，生きていく途中でデジタルなものを操作する機会が増えてき

た世代をデジタルイミグランツという o この両者には，その慣れや能力において，決定的な

差があるという口そしてプレンスキーによれば，学校における問題は，デジタルイミングラ

ンツが，デジタルネイテイブを教育しなければならない点であるという O

「ひ
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